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環境市民厚生分科会委員長報告 

Ｒ３．９．２２ 

環境市民厚生分科会に付託されました令和２年度一般会計、各特別会計及

び企業会計決算について、審査の経過概要とその結果を報告いたします。 

 まず、第１１号議案 令和２年度一般会計決算の本分科会所管分でありま

すが、その主なものは、民生費及び衛生費において、市民の生活を守る各福

祉事業、くらしに密着する環境衛生事業、健康を守る保健衛生事業などであ

り、おおむね予算に沿って、事業執行されていました。 

採決に先立ち、「コロナ禍において、市民に寄り添った福祉行政となって

いない。」「生活保護を必要とする方に支援が行き届いていない。」との反対

討論がありました。採決の結果は、賛成多数をもって認定すべきものと決定

しました。 

 なお、子どもの生活状況調査の結果を有効に活用し、子どもの貧困対策計

画を策定するとともに、取り組めることから速やかに推進されたいとの意見

がありました。 

 



 

 - 2 -

 次に、第１２号議案 令和２年度国民健康保険事業特別会計決算でありま

すが、国民健康保険法に基づき、医療を保障し、福祉を増進するため事業が

実施されており、適正な運営に努められていました。 

本決算については別段異論なく、採決の結果は全員をもって認定すべきも

のと決定しました。 

 

 次に、第１３号議案 令和２年度休日診療事業特別会計決算でありますが、

休日等の応急的な診療を行い、市民に定着している事業であり、適正な運営

に努められていました。 

本決算については別段異論なく、採決の結果は、全員をもって認定すべき

ものと決定しました。 

 

次に、第１４号議案 令和２年度介護保険事業特別会計決算でありますが、

介護予防事業や各種介護サービスの実施等、適正かつ円滑な運営に努められ

ていました。 
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本決算については別段異論なく、採決の結果は全員をもって認定すべきも

のと決定しました。 

 

次に、第１５号議案 令和２年度後期高齢者医療事業特別会計決算であり

ますが、保険証等交付、給付申請、保険料の徴収等を実施し、制度の円滑な

運営に努められていました。 

本決算については別段異論なく、採決の結果は、全員をもって認定すべき

ものと決定しました。 

 

 次に、第２０号議案 令和２年度病院事業会計決算でありますが、全国的

にも地域医療を取り巻く環境が厳しさを増す中、市域に唯一の公立病院とし

て安定した医療の提供を行うための経営に努められていました。 

本決算については別段異論なく、採決の結果は、全員をもって認定すべき

ものと決定しました。 

 以上、簡単でありますが、本分科会の報告といたします。 



番号 事業名 評価 意見等

1 環境保全対策経費 １　拡充

○ポイ捨て防止重点地域におけるデータを蓄積、分析することで情報を可視化し施策に反映さ
れたい。
〇エコウォーカーという新たな取組みを活用し市民参加を促すとともに、環境教育を進められた
い。

2 生活保護運営対策経費 ２　現状維持
○生活保護を必要とし、対象となる方を漏れなく支援されたい。
〇生活保護の対象にはならないが、支援等が必要な方に対し、就労支援等、次の支援に繋げら
れるようサポートを行われたい。

3 子ども・子育て支援経費
（子どもの貧困実態調査・計画策定業務委託料）

１　拡充
○子どもの生活状況調査の結果を有効に活用し、子どもの貧困対策計画を策定するとともに、
取り組めることから速やかに推進されたい。

≪環境市民厚生分科会≫　　　令和３年９月決算特別委員会　事務事業評価結果


